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　ＳＤＧｓの17のゴールは、国や自治体だけが取り組んでも、決して達成することはできません。
　企業や団体、学校、各種機関、そして市民一人ひとりが、それぞれの役割を果たすとともに、連携を深めて取り組む
ことが重要です。
　市では、昨年度策定した第２期北斗市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本方針として、ＳＤＧｓの理念に基づ
き、「多様なステークホルダーとの連携によるまちづくり」に取り組み、ＳＤＧｓという共通のゴールを目指す官民の
垣根を超えた多様な主体のマッチングが図られることにより、新たなビジネスチャンスの創出を目指していくこと
としております。

ゴール 17
パートナーシップで
目標を達成しよう

　ゴール 17 では、世界中のあらゆる人たちが協力する
パートナーシップを充実させていくことを目的として
います。

　市では、北海道新幹線による新たな人の流れを今後も持続的に発展させるため、効率的で効果的なシティプロモー
ションを市民総ぐるみで展開しています。
【音楽のまち・ほくと】
　本市で活動が盛んな吹奏楽など、音楽をテーマとしたイベント等の開催やＳＮＳによる情報発信に取り組みます。

シティプロモーション

　市では、複雑化する地域課題を解決するため、市民の社会参加の促進による地域のコミュニティ維持、強化を図っ
ています。
【北斗市町内会活動活性化交付金】
　明るく住みよい地域社会の実現及び住民福祉の増進を図るための事業の経費の一部を補助し、町内会の維持、自主
的な活動を促進しています。

地域コミュニティの充実

　市では、さらなるＳＤＧｓの普及を図るため、市内企業や団体等におけるＳＤＧｓに関する取組みを、ホームペー
ジで紹介します。ＳＤＧｓに関する取組みを行っている企業等におかれましては、企画課まで電話またはメールにより
お知らせください。

事業所から出るごみについて

問 市役所環境課環境係［内線262～265］ 問 市役所都市住宅課建築住宅係［内線252・254］

　会社やお店など事業活動に伴って発生するご
みのことを「事業系廃棄物」といい、ごみの種類や
事業活動により「事業系一般廃棄物」と「産業廃棄
物」に分類されます。
　事業系一般廃棄物を処理する際は、市が許可し
た一般廃棄物収集・運搬許可業者に処理を依頼し
てください。
　産業廃棄物を処理する際は、北海道が許可した
産業廃棄物収集・運搬許可業者に処理を依頼して
ください。
　これらの廃棄物については、直接処理施設にお
持ち込みいただいても構いません。
　許可業者や処理施設については、環境課にお問
い合わせください。

　北斗市内にある昭和56年5月31日以前に着工
された木造住宅の耐震化のための費用の一部を
補助します。

 耐震診断とは
　旧耐震基準で設計された建物を、現行の構造基
準で耐震性の有無を確認することです。
●補助額／対象経費の３分の２かつ８万６千円
　以下

 耐震改修とは
　耐震診断の結果耐震性が不足して
いる建物を、補強等の工事を行い地震
に強い建物へ改修することです。
●補助額／対象経費の額により変動します。(最
　大70万円)
　耐震診断や耐震改修を行う事業者等の条件が
ありますので、詳しくは都市住宅課へお問い合わ
せください。

◆市では、「事業所から出るごみ」の
　収集は行っておりませんので、
　ご注意ください。

木造住宅の
耐震診断・耐震改修補助金

連絡先 市役所企画課企画係　☎0138-73-3111［内線237］　   kikaku@city.hokuto.hokkaido.jp


